
研究機関名：誠愛リハビリテーション病院 
 

研究課題名 
当院における回復期脳卒中片麻痺患者の歩行自立判定指標の検討 

研究期間 
西暦 2013 年 10 月～ 2014 年 9 月 

対象 
対象は脳卒中片麻痺患者 100 名。 

意義・目的 
臨床場面で、屋内歩行見守りレベルの患者を歩行自立とするタイミングは、各セラピス

トの経験上の判断や動作観察といった漠然とした指標のもと行われている。特に若いセラ

ピストは具体的な判定基準がないために評価者間で歩行自立期間に差が生じやすい。今ま

での研究結果から、歩行自立チェックシートを作成した。今回、その実用性と妥当性を既

存の歩行自立判定指標となるバランステスト（BBS）と比較して検討するのが本研究の目

的である。 

方法 
歩行自立チェックシートを用いた病棟内歩行の評価、および、BBS (Berg Balance Scale）

によるバランス評価を行う。なお歩行自立チェックシートは自室からトイレ・デイルーム

へ行く過程を月一回観察するものである。 
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